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1．受賞研究の概要

この度，『経営情報学会誌』のVol. 27 No. 1にて
出版された論文「Who Becomes a High Performing 
Leader in Knowledge Sharing Online Communities?」
に対して，論文賞を受賞させていただきました．ご
支援いただいた皆様に感謝を申し上げると共に，こ
の賞を励みに，今後より一層質の高い研究を生み出
していけるよう精進していきたいと思います．本稿
はその受賞報告として，受賞研究の概要，著者が考
える当該論文の学術的および実務的貢献，査読プロ
セスにおける学びをご紹介させていただき，最後に
今後の研究の方向性についても触れさせていただけ
ればと考えております．
本論文は現代の組織およびコミュニティにおいて
本質的な実践の一つとして認識されている「知識共
有」に焦点を当てております．インターネットやデ
ジタル・プラットフォームに象徴される ICT発展
により生まれたオンライン・コミュニティは，知識
共有を増幅する場として機能・浸透しています．オ
ンライン・コミュニティおよびそこで行われる知識
共有の重要性は，これまで研究および実践の両面に
おいて認識されてきたものの，その組織化原理につ
いての理解は未だ十分には蓄積されていません．特
に近年のオンライン・コミュニティ研究では，コ
ミュニティ内のリーダーシップの重要性およびオフ
ラインにおけるリーダーシップとの違いなどは指摘
され始めたものの，どのようにリーダー候補者を予
測・特定するかという実務的にも重要な問いについ
ては未解決のままとなっています．能動的に潜在
リーダーを特定し，その活動を支援することは，オ
ンライン・コミュニティの持続的発展の成否を分け
る大きな取り組みとなり得ます．
そこで本論文では，自己／他者（Ego/Alter）の

行動という関係性（relationality）を起点とした理論

的視点，特に Ego/Alterのコミュニティ参入最初期
の行動にフォーカスし，将来のオンライン・コミュ
ニティ・リーダーを特定できるかについて研究を行
いました．具体的には，世界最大のオンライン知識
共有プラットフォーム（Q&A方式）である Stack 
Exchangeを対象として分析し（図1参照），メンバー
のコミュニティ参加当初 1か月の行動だけを判断材
料にして，各メンバーが将来のオンライン・コミュ
ニティ・リーダーとなる可能性を特定しうること
を示しました．また，オンライン・コミュニティ・
リーダーの条件として，個人の専門知識（＝質問に
対する質の高い回答）と社会的関係性（＝コメント
機能を活用したコミュニケーション）の両面が重要
になることを明らかにしました．加えて，メンバー
がコミュニティに属する時間的長さと最初期の行動
の関係性を分析することで，メンバー行動の経路依
存性について指摘し，リーダーシップの動的側面に
ついての理解を深めました．本研究は先行研究で見
過ごされてきたオンライン・コミュニティ・リー
ダーシップのメカニズムについて新たな視座を提供
するとともに，潜在リーダーの予測・特定という実
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図 1　Stack Exchangeの基本的構造
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務的課題についての示唆を与えるものとなっており
ます．より詳細な論文の内容については，『経営情
報学会誌』のVol. 27 No. 1に採録されている当該
論文をお手に取ってみていただけますと幸いです．

2．著者が考える本論文の貢献

本研究が今回の論文賞をいただいたことに関し
て，受賞理由については著者の想像の域を出ること
はありませんが，著者の考える本論文の経営情報学
コミュニティに対する貢献は以下の三つになりま
す．
第一に，経営情報学の根幹ともいえる ICTを用

いた新しい組織形態（本論文でいうオンライン・コ
ミュニティ）について，まだ十分に解明されていな
いその組織化原理（本論文ではコミュニティ内でボ
トムアップに生まれるリーダーシップの条件）を明
らかにした点だと考えます．本稿執筆時点の 2020
年 4月には，新型コロナウイルス発生による外出制
限に端を発したリモートワークの大幅な推進が起
こっており，経営・組織運営におけるテクノロジー
を介したオンライン協働がますます重要性を増して
おります．このような状況下，今後さらに経営情報
学の社会的必要性が高まる中で，本研究がオンライ
ン協働を理解するための一つの端緒となればと考え
ています．
第二に，質量共に急速に拡大するデジタル行動履
歴データを元に実証研究を行った点にあると考えま
す．本研究では従来的な質問紙調査，アーカイブ調
査，フィールド調査（インタビュー，参与観察など）
ではなく，近年注目の高まる digital trace dataを活
用し，コミュニティ参加者個人レベルの全行動履歴
を元に実証分析を行なっています．すべての行動履
歴が記録されるデジタル・プラットフォームの利点
を生かし，通常のフィールド調査やアンケート調査
では捉えきれない粒度・正確性を持って各参加者の
行動を大規模に把握することで，オンライン協働の
メカニズム把握に近づくことができたと考えており
ます．デジタル行動履歴は今後ますます多くの研究
で活用されることは間違いなく，一つの活用法を示
せたのではないかと考えております．
第三に，オンライン・コミュニティ運営に対する
実務的な含意を導出した点にあると考えます．本研

究から得られる示唆の一つは，コミュニティ参加者
の最初期（参加開始から 1か月間）の行動データを
見るだけでも，その後その参加者がリーダー的存在
になりうるかを予測しうることを示した点です．実
際のオンライン・コミュニティ運営者にとって，コ
ミュニティを牽引するリーダーを発掘することは非
常に重要なタスクであり，早期のリーダー特定はコ
ミュニティの持続的発展に決定的な影響をもたらし
ます．そのようなコミュニティ運営者（＝実務家）
に対する具体的な示唆を提供するという点において
も，本研究は一定の貢献を果たせたのではないかと
考えております．

3．査読プロセスにおける学び

本研究が経営情報学会誌の論文掲載に至るまでに
は，2名の匿名査読者の先生に大変丁寧かつ本質的
なご指導をいただきました．この場を借りて御礼申
し上げます．
査読プロセスを経ることで，本論文は理論的にも
実証的にも，論文構成や文章表現の厳密性に至るま
で，数段レベルアップさせることができたと感じて
います．代表的なものを挙げさせていただくだけで
も，用いる理論と実証アプローチの整合性，議論
が適用できる範囲（バウンダリー・コンディショ
ン）の明確化，主要な構成概念をクリアに定義する
こと，複数の指標で変数を測ることによる分析の頑
健性向上，先行研究によるサポートが不十分な主張
の指摘，図表の追加による可読性向上，タイトルお
よびアブストラクトの精緻化（論文内容との整合性
をとる）など，論文の質向上につながる多様な点を
ご指導いただきました．決して敵対的・攻撃的なレ
ビューではなく，論文を良くするための建設的なレ
ビューであったことが印象深く記憶に残っておりま
す．査読プロセスを通して当該分野のエキスパート
の目を経ることにより，自身が暗黙のうちに仮定し
ていて説明を怠っていた部分，明瞭に意味・意図が
伝わっていない文章表現，読者が理解するために必
要な情報や論理展開など，数多くの改善点が浮き彫
りになりました．改めて，研究をするという行為は
個人的な営みでなく，社会的なコミュニティで行う
営みなのだということに気付かされました．今後経
営情報学会誌および経営情報学会の大会における研
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究発表および議論などにも積極的に参加し，日本の
経営情報学コミュニティ全体での研究議論に微力な
がら貢献することで，本査読でいただいた御恩に報
いていきたいという思いを強くしました．

4．今後の研究方向性

本論文賞受賞を励みに，今後も経営情報学の発展
に貢献できるよう，より一層研究を推進していきた
いと考えております．具体的には，大きく二つの方
向性を考えております．一つ目は本研究の発展形と
して，知識共有オンライン・コミュニティ以外のさ
まざまなオンライン協働の形態について，理論的・
実証的に理解を深めていきたいと考えています．例
えばWikipediaやGitHubのように大規模にオンラ
イン協働しながら知的成果を共創していくオープン
なコミュニティのケースや，一組織の中で部門や地
域を超えてオンライン協働を推進していくケースな
ど，ICTを活用したさまざまな協働のかたちを研
究していきたいと考えています．加えて二つ目の方
向性として，企業レベルでの ICT活用と競争力の
関係性という経営情報学の本流的テーマの探究を
考えております．これまで ICTの雇用や産業競争
力に対する影響といったマクロレベルでの研究は盛
んに行われてきましたが，ミクロな組織単位での
ICT活用力についての研究は途上であり，特に近
年急速に重要性を増す組織におけるデータ活用およ

びアルゴリズム活用については世界的にも研究のフ
ロンティアとして開拓途上にあります．そのような
分野に対して，世界的に通用する研究を日本発で発
信していきたいというのが目下の目標になります．
これからも経営情報学会の皆さんと議論させていた
だき，ご指導いただくことで，質の高い研究を実施
できればと考えております．もし同様の研究領域に
ご関心をお持ちの学会員様がいらっしゃれば，一緒
に研究させていただけますと大変嬉しく思います．
下記連絡先までご一報いただけますと幸いです．日
本の経営情報学のプレゼンスを高めるために，微力
ながら少しでも貢献できればと考えております．
この度は論文賞の受賞，およびこのような貴重な
報告の機会をいただき，まことにありがとうござい
ました．
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